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【緒言】レシチン逆紐状ミセルは、レシチンと極性物質（例えば、水、ポリグリ

セリン、D-リボースなど）からなる混合物をオイル中に溶解させることで形成さ

れ、それらが互いに絡まり合い 3 次元ネットワークが構築されるとオイルを増粘

またはゲル状化する。また、生体適合性、調製の簡便性、良好なゲル化能を併せ

持つことから、化粧品、医薬品、食品分野への応用が期待されている。我々は、

各種ポリグリセリン脂肪酸エステルが、レシチン逆紐状ミセルの形成を引き起こ

す極性物質であることを見出したので報告する。 
【実験】レシチン、各種ポリグリセリン脂肪酸エステル（PGLmFAn：グリセリン

重合度 m＝6～40、脂肪酸炭素数 n＝6～18）、n-デカンの必要量をサンプルバイア

ルに封入し、マグネチックスターラーを用いて撹拌した。その後、25 ℃の恒温槽

中で数日間静置して平衡に到達させ試料に供した。3 成分系状態図の作成は、偏光

板を用いた目視観察および小角 X 線散乱（SAXS）測定により行った。レオロジー

測定は、ストレス制御式レオメーターを用いて行った。 
【結果および考察】いずれのポリグリセリン脂肪酸エステルを用いた場合も、高

粘弾性を有するレシチン逆紐状ミセルを形成した（PGL10FA18を除く）。また、逆

ミセル形成領域はポリグリセリン脂肪酸エステルの HLB の減少に伴い広くなっ

たが、高粘弾性領域の大きさには至適な HLB が存在することがわかった。 
レオロジー測定から、レシチン逆紐状ミセル溶液のゼロシアー粘度は、ポリグ

リセリン脂肪酸エステルの濃度の増加に伴い急激に増大した。さらに、ポリグリ

セリンの重合度および HLB が大きいものほど、ゼロシアー粘度の最大値は大きく

なることがわかった。 


